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随 想

水 腎 の 保 存 的 治 療

名古屋市立大学教授 岡 直 友

Medicusnaturaeminister,nonemperatorと は誰の言だつたか忘れたが,学 生時代

に外科の鳥潟教授の講義できいた印象深い金言である.自 然をあるままによく観察し,医

師たるものは病機の進展 ・治癒機転の妙をそのままに捕え,治 癒せんとする自然の意志の

動向を賢明にさとつて,速 にその道をとるように仕向けるのが医師の努めであるというの

である.こ れは古来の名言であり,抗 生物賢 ・ホルモン ・その他の化学治療剤の発達 した

今日もその真髄 はかわらぬ所である.医 師が自然を支配しているのでな く,自 然を助けて

いるのである.と いつても,病 気を放置せよというのではない.自 然のなすままに傍観す

る様に解釈されては誤解である。戦後治療界に新紀元を劃したペニシリンその他の抗生物

質の発達 ・応用にしてもこれ まで知 られなか つた自然 の意 志を学徒 の努力によつ て発見

し,治 癒を補佐したのである。 この意味で医学徒 ・医師たるものは謙虚であらねばならぬ

と同時に自然のi傑究に真蟄でなければならない.Omniplls,ibievacuoは このような自

然の動向に則つたあり方であつて,化 膿創を早 く切開することは極めて適切な自然への手

助けであると同教授は説明された.

入体の疾患を取扱 う医師は,更 にまた,そ こにおこる物理化学的変化をのみ疾患の場 と

考うべきものではなく,精 神乃至心理状態の変化をも忘れてはならない.い わゆるノイロ

ーゼたるものも立派な疾患なのであるから.吾 人は得てして具体的な又は具体的に示し得

る器質的変化のみに目を奮われ,精 神心理的乃至機能的な面が等閑にされ勝ちである,私

は最近,解 剖上重要臓器に全 くの変化なく否全 く壮健な状態にある方が,突 如気管枝喘息

の発作で他界されたのに接 した.生 前は肺気腫 のほかには全 く何等診察 ・検査上異常のな

い方であつたが,突 如機能的異常 ともいうべきこのような疾患でたおれられたのをみて,

器質的変化のみを中心に疾患を判断す る時の重大な過誤を痛恨するのである.泌 尿器科方

面においてもこのような過誤はありは しまいか,反 省 させ られるのである.

疾病の治癒にはrestitutioadintegrumが 切望される.治 癒はいろいろに定義される

だろう.病 巣を速に除外 して天寿を全 うさせるように計ること,速 に社会活動に堪え得る

状態に復原せ しめること且疾患が再燃せざる状態に置 くこと,社 会衛生的悪影響を及ぼす

根元を断っこと等汝 しかし最 も望まれ る治癒は全くもとの健康な完全な身体に復帰せし

むること,或 は完全な身体を得せ しむることである筈である.現 在,殊 に外科側において

は,疾 病状態によつては止むを得ぬこととはいいなが ら,疾 患部位を切除 し或は疾患臓器

を捌出することが常に行われている.こ の方法がいささか極端に走 る観なきにしもあらず

である.こ の方法は成程治療法の一つであり,治 療の一つの形であるとはいえ,早 い話が

一種の碕形を作つたに外ならないと極言することも出来よう,体 表に碕形を作つたら患者
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の心理的苦痛は大きい,手 術後の廠痕すら気になるのである.身 体内を崎形に落 しいれて

も事は重大な筈 であるが,か くれた所については入は案外平気である.だ からといって矢

たらに碕形を作つてよい筈がない.生 命に重要な器官に於てはなおさらである.悪 性腫瘍

の如き,身 体を侵害するのみで,そ の進行を阻止する方策のない目下の医術では,生 命の

保存を主眼 として該臓器の別出 ・切除は選ぱるべ き方法であるが,左 様でない感染性疾患

・器械的疾患に対 しては考 うべきではなかろうか。何でもかでも切除 ・別出することは,

如何にも野蛮であり,芸 なきことであろう.

さて事腎臓に関するに,他 腎が健康であ り,又 それが代償的肥大を来 し一腎で支障なき

に至るとはいえ,偏 側腎疾患に際 して,無 暗にその易1出を行 うことは考えなおさねばなら

ぬことであろう.殊 に腎臓が生命に対 して重要な器官であるが故 になお更のことである.

腎の保存的冶療が可能な疾患に対 しては,腎 を保存的に治療することが,又 腎保存的治療

に向つて可及的の努力をすることが泌尿器科医の使命の一つではなかろうかと考える.近

時,抗 結核剤の恩恵をこうむり,尿 路結核 においても薬物療法 ・腎部分切除の如 き可及的

に腎を保存的に取扱 う療法が研究 ・発達 して来たことは悦ぶべきことである.

対象を縮めて,余 の教室で研究を行っている水腎症についてみるに,本 症は在来無暗に

腎捌出の行われたかの観があるが,近 年米国にては可及的に腎を保存 し原因の除去に向つ

て努力される傾向になつて来,本 邦にてもその動向のみ られることは誠 に結構なことであ

る.一 体腎臓は身体の要求度が大なだけに,殊 に泌尿器科的外科 的疾患に際 しての恢復力

は旺盛なものである.疾 患の経過時期にもよることながら,か なり高度に拡張 し機能の低

下 した水腎も,原 因の除去によつて速に形態的 ・機能的に恢復 し得るものである.先 入の

行つた動物実験により,4週 を恢復可能の限度 とされた尿管完全閉塞性水腎症も,入 体で

は10週 間までは閉塞が経続 しても恢復可能なことは他の機会で述べた所である.こ こに腎

疾患に対する 「自然」の意志があると考え られる.吾 人はこの自然の力を方向を誤っこと

なく発揮出来るように努力すべきではなかろうか.感 染性水腎或は二次的膿腫腎において

も,余 らの経験では,原 因を除去一尿通過障害或は結石の如 ぎ異物の除去一によつて速に

膿尿は去 り,腎 の形態 機能 もかなり よく恢復する ことを少なか らず 経験 している.

Omnipus,ibievacuoで あって,膿 尿の流下が支障なきに至れば,か かる腎の恢復は促

進され るのである.と はいえ,す べての水腎症 一二次的膿腫腎を腎保存的に取扱おうとい

うのではな く,そ こには限度があり得る筈であるが,無 暗に腎捌 出を行 うことに警告 し,

反省 してみたいのである.し かして,保 存療法が可能であり,将 来に支障を残 さないもの

に対 しては保存的療法を行 うべ く,ま たこの点について再検討を してみたいというのであ

る.二 次的膿腫腎では腎実質の病変 もまたかな りに進展 し,比 較的難治でありまた搬痕性

治癒を来 して十分完全な状態に復せ しめることは不可能なことはい うまでもないが ,作 用
を営める腎実質を少しで も多 く残 して置 くのがよいと考えるのである.偏 腎の別出され,

単腎となつた患者の心理的不安は,こ れに応対する臨床医の常 に聞かされ る所である.




